
令和７年度住家被害認定調査等へのデジタル技術導入に係る研究会（第２回）

議事要旨 

 

【開催日】 令和８年３月27日（金） ※オンライン形式にて開催 

 

【議  題】  

 来年度の方針について 

（１） 外壁の損傷面積率の算出機能について 

（２） 生成AIを活用した新機能について 

（３） その他  

 

【議事概要】 

（１）外壁の損傷面積率の算出機能について 

 ◆主な発言 ： 

 〇斜めから撮った場合でも、補正や面積率算出を行い、数値を出すことができ

ており、一見するとうまく機能しているように思う。 

 〇矩形編集について、切妻屋根のような場合にどのように対応するかの検討が

が必要である。 

 

（２）生成 AIを活用した新機能について 

 ◆主な発言 ： 

 〇判定根拠について、内閣府指針を基に学習した深層学習の結果と、生成 AI

による説明内容に齟齬が生じる可能性があり、混乱を招かない工夫が必要であ

る。 

 〇Ｂ票による調査に生成 AIを活用したとして、判定結果にどれだけ納得して

もらえるのかという懸念はある。 

 

（３） その他 

 ◆主な発言 ： 

 〇本ツールの段階的な導入や実証実験での確認を重ねることで、実際の災害時

に混乱しないように備えておく必要がある。 

〇調査結果を住民に説明するという観点においては、判定に至る経緯や損傷面    

積の考え方を明確に示すことが重要である。 

 


